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資料２－１ 

○○・○○学級 国語科学習指導案 

令和○年○月○日（金） 第４限目 

場 所           ○○ 教 室 

指  導者  教 諭 渡 辺 ○ ○ (T１) 

支援員 ○ ○  ○ ○ (T２) 

 

 

 

 

 

 

★１ 単元（題材）名 「○○○○      」 

         

★２ 単元（題材）設定の理由 

（１） 学級及び児童生徒の実態 

 

 

 

 

 

 

（２）単元（題材）観 

 

 

 

 

 

 

（３）指導観 

 

 

 

 

 

 

 

★３ 単元（題材）の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈単元、題材、主題の考え方の目安〉 

単元：学習内容の有機的なまとまりを示すもの。            
領域・教科を合わせた指導 で用いる。 ex.生単、作業学習                         

題材：教科における系統性等を背景にもった学習活動の材料を示すもの。
教科別の指導、特別活動で用いる。 ex.国語、算数 

主題：特別の教科道徳、自立活動で用いる。  

・設置学級の 障害種別、在籍児童生徒数、障がいの状態について記述。 

・個々の実態は、「～ができない」という否定的な内容でなく、 

 「できつつあること」「少し頑張ればできそうなこと」など、肯定的な表現で記述する。 

・単元（題材）の特徴、単元（題材）を学習する意義や価値、単元を通して 

児童生徒に望む姿や付けたい力を記述する。 

・個別の指導計画や学習指導要領の内容・項目との関連、既習教材や教科・領域、 

日常生活との関連等を記述する。 

 

 

 ・児童生徒が主体的に活動に取り組むことができるように、指導上の 

 教師の支援を具体的に記述する。 

            例：～をすることで、～ができるようにする 

     ・展開の仕方、指導形態、指導方法の工夫 

     ・単元（題材）を通した具体的な支援 

     ・教材・教具の工夫、教師の協力体制 

 

 

 

 

 

 ・児童生徒の実態をもとに、単元（題材）を見通した全体の目標を設定。 

・目標は、児童生徒の立場で記述。～することができる 

・観点別学習状況の評価は３観点を踏まえて記述。 

(Ｒ３～改訂により４観点から３観点に変更) 

「知識・技能」 

「思考・判断・表現」 

「主体的に学習に取り組む態度」 

                  

 



 ・実態を書く際には、できるだけ否定的な表現は避け、どういう支援が 

あればできるのかを記述。  

 

 

 

 

４ 単元（題材）の評価規準 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

   

 

５ 単元（指導）計画と評価の計画 

 

 

 

 

  ★ 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★６ 児童生徒の単元（題材）に関する個別の実態及び目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

次 

 

時 

 

主な学習活動 

 

 

  

知識・技能 思・判・表 主体的な態度 

一 １ 
    

２ 
    

二 １ 
    

２ 
    

児童（生徒）名 単元（題材）に関する実態 単元（題材）の個別目標 

   

   

   

   

・各観点に関して、何に着目して評価するかという評価する内容を記述。 

 

 ・・児童生徒が見通しを持って、学習に取り組める計画を考える。 

・評価計画には指導計画に沿って３観点の内容をどのように重点をもって 

 指導していくかを示す。 



 

★７ 本時について 

(１) 本時の目標 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）展開 

  

    

  

 

 

 

 

   

 

 

 

★８ 授業の観点 

 

 

 

 

 

 

 

目 

標 

全体   

個人 

A B C D 

    

 学習活動 主な発問(○)・予想される児童の反応(・) 指導・支援(○)と評価(◎) 

導 
入 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

展 
 

 
 

 
 

開 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
と
め 

   

・単元（題材）の全体目標に基づいて、本時の学習の全体目標を記述。 

  ・単元（題材）の個人目標に基づいて、本時の学習の個人目標を記述。 

 児童生徒の立場で、具体的な活動を記入。 

    ※ 授業後評価できるように、できるだけ具体的に記述する。 

               

 

・参観者が授業を見た後、協議の視点となるもの 

  

 

 

 

・児童生徒の立場で 

具体的な活動を記述する。        
 

書き方は２パターン 

全  例①  全体の流れの中に個人の流れをもりこむ 

  例② 個人ごとに活動、支援を記述する。                  

全体に共通する課題があれば記述する。 

・本時の個人目標に基づいて評価の観点を設定 

・Ｔ１、Ｔ２の役割分担も明確に分かるよう記述 
       

 



 

 

例① 

 
 

 学習活動 主な発問(○)・予想される児童の反応(・) 指導・支援(○)と評価(◎) 

導 
 

入 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

展 
 

 
 

 
 

開 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
と
め 

１ 学習の流れを知る。 

 

 

 

 

２  前時までの学習を振

り返る。 

 

 

 

３ 学習課題を知る。 

 

４  話し方について思い

出す。 

 

 

 

 

５「自己紹介」をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 持ち物を確認する。 

 

 

 

 

 

 

７ 次時の学習を知る。  

○今日の学習は、次のようにします。  

 ①じこしょうかい 

 ②もちもの 

  

 

○なかよし遠足の日時や行き先はどこでし

たか。 

 ・6 月 27 日 火曜日 

 ・松島水族館 

 

 

 

○みんなの前で話すときに気をつけること

は何でしょう。 

 ・声の大きさ ３ 

 ・ゆっくり はっきり言う 

 ・相手の顔を見る 

 

○各自で、練習をしてから、みんなの前でや

ってみましょう。 

 

 

 

 

○話すときに気をつけることはできていま

したか。  

 ・“３”の声の大きさで言っていました。  

・顔を見て話していました。  

 

○持ち物をワークシートに書いていきまし

ょう。 

・リュックサック  

 ・水とう 

 

 

 

○なかよし遠足に持って行くおやつを、自分

たちで買いに行きます。上手に買うため

に、お金やお店での約束について学習しま

す。 

○学習の見通しを持たせ

るために本時の流れを

示し、板書する。 

 

 

○前時までに使った提示

物を示す。 

 

 

 

 

○今までの学習を思い出

し、大事なことを板書

する。 

 

◎適切な話し方について

発表できたか。（発表） 

 

○以下のように支援す

る。 

T1…A 児、D 児、E 児 

T2…B 児、C 児、J 児 

S1…G 児、H 児 

S2…F 児、I 児  

 

◎自己紹介をした後に、

一人ずつ評価をする。 

      （発表） 

 

○実物を見せながら、持

ち物の名称を確認して

から書くようにする。 

◎正しく表記したり、平

仮名シールを合わせた

りできたか。 

（ワークシート） 

○おやつを買いに行くこ

とを知らせ、意欲を高

める。 

 

 

 

 

 
 

自己紹介をしよう 



例② 

 

 
学習活動 

主な発問(○)・予想される児童の反応(・) 指導・支援(○)と 

評価(◎) １年生 ２年生  

１  学習の流れを知

る。 (1、2 年生) 

 

 

２ウォーミングアッ

プをする。 

(1、2 年生) 

 

 

３ 学習課題を知る。 

(1 年生) 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学習課題を知る。 

(2 年生) 

 

５「聞きとりゲーム」

をする。 (2 年生) 

 

 

６ 濁点をつけて正

しく書く。  

(1 年生) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 振り返りをする。  

 

 

 ①音読 

 ②ことばかあど 

 ③ひらがな 

 

 

 

 

 

 

○正しく書かれている

のは何番ですか。 

 ・②はがき 

 ・③えのぐ 

 ・②たべもの 

 

 

 

○ひらがなのプリント

をしましょう。 

 

 

 

 

 

○絵カードの名前を平

仮名カードで並べま

しょう。濁点がいる

文字には、濁点を書

きましょう。 

 ・ぞう 

・ねずみ 

 ・ひつじ 

 ・いちご 

 ・ぶどう 

 

 

 

 

 

 

 

 

○正しく濁点をつける

こ と が で き ま し た

か。 

 

 

①音読 

②ことばかあど 

③聞きとりゲーム 

 

 

 

 

 

 

○正しくノートに書き

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

○大事なことをメモを

取りながら聞いて、ど

の人かを当てましょ

う。 

  

 

○大事なことを落とさ

ずに、問題を作ってク

イズを出し合いまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○大事なことを落とさ

ずにクイズを出すこ

とができましたか。 

○学習の見通しを持た

せるために本時の流

れを示し、板書する。 

 

○ウォーミングアップ

のために、音読カー

ドで声を出し、発表

する。 

 

○A 児はカードに書か

れている言葉を読

む。 

○B、C、D 児は、カー

ドの絵を見てノート

に正しく書く。 

◎正しい書き方を選ぶ

ことができたか。 

【A 児 発表】 

 

○A 児は、S と平仮名

を書く学習をする。

その後も、S と学習

を進める。 

 

○聞いているときは、

各自のシートにメモ

を取るようにする。 

○大事なことをメモに

書かせ、言う練習を

してからクイズを出

し合う。 

○メモだけで難しい場

合は、話す型を示す。 

◎大事なことを落とさ

ずに話すことができ

たか。 

【B、C、D 児 発

表】 

◎各自の力に合わせて

メモを取ることがで

きたか。 

【B、C、D 児 観察・メ

モ】 

◎濁点を正しくつける

ことができたか。  

【A 児 観察】 

 

 

濁音を正しく読もう 

聞きとり名人になろう 

○今日の学習は、次のようにします。  

 

○音読カードを２回練習しましょう。  

○みんなの前で発表します。  

 

つ 

か 

む 

わ
か
る
・
で
き
る 

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る 

ふ
り
か
え
る 



                                        

 

○○・○○学級 国語科学習指導案 

 令和○年○月○日（金）第４限目 

場 所         ○○ 教 室 

指導者  教 諭 ○○ ○○ (T) 

支援員 ○○ ○○ (S) 

 

１ 題材名    ２年生･･･ともこさんは どこかな（光村図書 2 年上） 

         １年生･･･かきとかぎ      （光村図書 1 年上） 

 

２ 題材の目標    

２年生 

（１）大事なことが伝わるように、順序や発音・発声を意識して話している。 （話すこと・聞くこと） 

（２）大事なことを落とさないように、メモを取りながら聞いている。    （話すこと・聞くこと） 

１年生 

（１）濁音の表記を理解し、正しく読んだり書いたりできる。  （言語についての知識・理解・技能） 

                        

３ 児童について（１年男子１名,２年男子２名,２年女子１名 計４名） 

本校の特別支援学級は青空学級（自・情）と若葉学級（知）の２学級あるが、主に種別をといて  

学年に分かれて学習することが多い。各児童の様子は以下のようである。  

 児童の様子 話すこと・聞くこと・書くことについて  

A 児 

１年

男子 

気分や興味関心により、課題に取り組めると

きと取り組めないときがある。正しい姿勢で

座っていることが難しい。 

小声で話し、聞き取りにくい。平仮名を読むこ

とはできる。書くことは学習している途中であ

る。 

B 児 

２年

女子 

動作がゆっくりしている。周りに気が向いて

しまい、自分がすることを忘れてしまうこと

が多い。 

人前だと話せなくなることが多い。静かに座っ

ているが一斉指示の理解は難しい。丁寧な字で

書くことができる。 

C 児 

２年

男子 

自分の思い通りにならないと大泣きする。正

しい姿勢で座っていることが難しい。  

人前だとスムーズに言葉が出てこないことがあ

る。発音が不明瞭な音がある。聞いて理解でき

る。書くことは苦手である。 

D 児 

２年

男子 

決められた通りに進めば落ち着いている。急

に変更したり、順番が後になったりすると自

分で頭をぶつけたり大泣きしたりする。  

決まった型の言い方を覚えれば、話すことがで

きる。静かに座っているが、一斉指示の理解は

難しい。聞いて書くことができる。  

 

４ 指導について 

  ２年生は、大事なことを落とさないようにしながら、興味をもって聞くこと、大事なことをメモす

ることや伝えることを取り扱う。１年生は、平仮名の習得と共に、濁音について取り扱う。 

 

 

 国語の時間には、毎時間ほぼ同じ流れで学習を進めるようにしている。その時間の流れを示すこと  

やパターン化することで、見通しをもって取り組むことができるようにする。また、学習内容を３つ  

に分けて授業を展開することで、学習意欲を維持できるようにする。  

２年生には、「迷子探しゲーム」や「聞き取りゲーム」のようなゲーム的な場面を設定し、興味を  

もって聞く力や注意して聞く力をつけていきたい。書く力には、個人差がかなり見られるので、メモ  

を取るためのシートを個に応じて工夫したい。 

１年生は、絵カードや平仮名文字カードを使って、学習を進められるようにする。  

 

 

２年生は、大事なことを落とさずに聞く活動の次に、出題する活動を取り入れる。聞くときに大事

だったことは、出題するときにも大事なことであることを知らせたい。  

１年生は、清音の言葉に濁点を加える活動を行い、濁音の理解につなげたい。  

①わかる・できる授業作りのための工夫  

②チャレンジする力を育てるための工夫  

資料２－２ 



                                        

５ 指導と評価の計画     

   ２年生      ６時間配当（本時 4/6） 

時 学習内容 
評価規準，評価の観点，評価方法  

関・意・態 話すこと・聞くこと 書くこと 

１ 

 

 

・｢迷子探しゲーム｣をし、

大事なことは何かを考

える。大事なことのメ

モを取る。 

人物を探す手かりと

なる大事なことが分

かる。 

【観・発】 

  

２ ・｢迷子探しゲーム｣をし、

大事なことのメモを取

る。 

 大事なことを落とさ

ないように聞いてい

る。     【観・発】 

簡単なメモの取り方

が分かる。 

           【記】 

３ 

 

４ 

本

時 

・｢聞き取りゲーム｣をし

て、大事なことを落と

さないようにメモを取

りながら聞いたり話し

たりする。 

 大事なことを落とさ

ないように聞いたり、

話したりしている。 

【観・発】 

大事なことをメモす

ることができる。 

【観・記】 

５ 

 

 

・｢連絡ゲーム｣をし、身

近な事柄を連絡する時

に、大事なことは何か

を考える。 

連絡する時の大事な

ことが分かる。 

    【観・発】 

  

６ 

 

・｢連絡ゲーム｣をして、

大事なことを落とさな

いように話したりメモ

を取りながら聞いたり

する。 

 連絡事項で大事なこ

とを落とさないで聞

いたり、話したりして

いる。 

【観・発】 

大事なことをメモす

ることができる。 

     【観・記】 

  

１年生       ４時間配当（本時 4/4） 

時 学習内容 
評価規準，評価の観点，評価方法  

関・意・態 言語についての知識・理解・技能  

１ 

２ 

３ 

４ 

本

時 

・濁音のある言葉を読ん 

だり、正しい表記を選 

んだりする。 

・清音の言葉に濁点をつ 

けて、正しい言葉にす 

る。 

濁音の言葉を読もうとしてい

る。正しい濁音の表記を選ぼう

としている。 【観・発】 

濁音が入った言葉を読むことができ

る。            【発】 

 

濁点をつけて、正しい言葉にできる。 

              【記】 

 

６ 本時の目標 

   ２年生･･･大事なことを落とさないように話したり、メモを取りながら聞いたりすることができる。 

１年生･･･濁音が入った言葉を正しく読むことができる。  

 

＜個別のねらい＞ 

A 児 
・みんなに伝わるように音読発表ができる。  

・濁音が入った言葉を正しく読むことができる。  

C 児・D 児 
・見本を見ながら、大事なことを落とさずに話すことができる。  

・一人で簡単なメモを取ることができる。  

B 児 
・見本を見ながら、大事なことを落とさずに話すことができる。  

・支援を受けながら簡単なメモを取ることができる。  

 

７ 準備物  音読カード メモシート 聞き取りゲーム用の紙  

言葉カード 平仮名プリント 平仮名文字カード ホワイトボード 

 

 



                                        

８ 本時の学習過程 

 
学習活動 

主な発問(○)・予想される児童の反応(・) 指導・支援(○)と 

評価(◎) １年生 ２年生  

１  学習の流れを知

る。 (1，2 年生) 

 

 

２ウォーミングアッ

プをする。 

(1，2 年生) 

 

 

３ 学習課題を知る。 

(1 年生) 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学習課題を知る。 

(2 年生) 

 

５「聞きとりゲーム」

をする。 (2 年生) 

 

 

６ 濁点をつけて正

しく書く。  

(1 年生) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 振り返りをする。  

 

 

 ①音読 

 ②ことばかあど 

 ③ひらがな 

 

 

 

 

 

 

○正しく書かれている

のは何番ですか。 

 ・②はがき 

 ・③えのぐ 

 ・②たべもの 

 

 

 

○ひらがなのプリント

をしましょう。 

 

 

 

 

 

○絵カードの名前を平

仮名カードで並べま

しょう。濁点がいる

文字には、濁点を書

きましょう。 

 ・ぞう 

・ねずみ 

 ・ひつじ 

 ・いちご 

 ・ぶどう 

 

 

 

 

 

 

 

 

○正しく濁点をつける

ことができました

か。 

 

 

①音読 

②ことばかあど 

③聞きとりゲーム 

 

 

 

 

 

 

○正しくノートに書き

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

○大事なことをメモを

取りながら聞いて、ど

の人かを当てましょ

う。 

  

 

○大事なことを落とさ

ずに、問題を作ってク

イズを出し合いまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○大事なことを落とさ

ずにクイズを出すこ

とができましたか。 

○学習の見通しを持た

せるために本時の流

れを示し、板書する。 

 

○ウォーミングアップ

のために、音読カー

ドで声を出し、発表

する。 

 

○A 児はカードに書か

れている言葉を読

む。 

○B,C,D 児は、カード

の絵を見てノートに

正しく書く。 

◎正しい書き方を選ぶ

ことができたか。 

【A 児 発表】 

 

○A 児は、S と平仮名

を書く学習をする。

その後も、S と学習

を進める。 

 

○聞いているときは、

各自のシートにメモ

を取るようにする。 

○大事なことをメモに

書かせ、言う練習を

してからクイズを出

し合う。 

○メモだけで難しい場

合は、話す型を示す。 

◎大事なことを落とさ

ずに話すことができ

たか。 

【B,C,D 児 発表】 

◎各自の力に合わせて

メモを取ることがで

きたか。 

【B,C,D 児 観察・メモ】 

◎濁点を正しくつける

ことができたか。  

【A 児 観察】 

 

 

９ 授業の観点 

一人一人への支援は適切であったか。  

濁音を正しく読もう 

聞きとり名人になろう 

○今日の学習は、次のようにします。  

 

○音読カードを２回練習しましょう。  

○みんなの前で発表します。  

 

つ 

か 

む 

わ
か
る
・
で
き
る 

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る 

ふ
り
か
え
る 



資料３

〇〇〇〇学級 道徳学習指導案

平成○年○月○日(水) 第２校時
場 所 〇〇〇〇学級
指導者 教諭 〇〇 〇〇

１ 主題名 言葉のもつ力 ２－（１）礼儀

２ 資料名 ｢一秒の言葉｣（日本標準）

３ 主題設定の理由
（１）ねらいとする価値について

人は言葉を使い生活をしている。誰でも人と触れ合う中で，言葉によって人間関係がうまくい
ったり，ぎくしゃくしたりすることを経験したことがあるといえる。そんな中，最近の児童は，
｢うざい｣｢きもい｣といった言葉を無造作に使っている現状があり，言葉の重みや言葉のもつ力が
軽視されている傾向がある。
そこで，本資料を通して，言葉が自分と相手とをつなぐ大切なものであることに気付かせると

ともに，たとえ一秒の短い言葉であっても，相手を喜ばせたり，悲しませたり，傷つけたり，勇
気を与えたりする力をもっていることを実感させたい。また，本時の授業をきっかけに，相手を
傷つけるような言葉づかいを慎み，相手の気持ちを考えて言葉を使おうとする心情を育てたい。

（２）児童について（〇〇〇〇学級 ４年男子２名，
〇〇〇〇学級 ５年男子２名，６年男子１名 計５名）

本校の特別支援学級は，自閉症・情緒障がい特別支援学級の〇〇〇〇学級と知的障がい特別支
援学級の〇〇〇〇学級の２学級がある。児童はそれぞれの障がい種別に分かれて在籍しているが，
朝の会や帰りの会，道徳や自立活動などの指導は２学級合同で行っている。
児童は，〇〇〇○・〇〇〇〇学級を自分の心の居場所としており，どの児童ものびのびと安心

して過ごしている。一方で，それぞれの障がい特性から，ささいなことでぶつかり，児童が相互
に軽い気持ちで乱暴な言葉を口にする場面も多く見られる。また，コミュニケーション面や対人
面でのスキルが未熟な児童が多く，交流学級においては，積極的に友達と関わったり，自分らし
さを発揮したりすることが少ないように思われる。
これらのことから，児童が普段使っている自分の言葉を振り返り，言葉がもっている力につい

て理解を深め，それを活用できるようにすることが重要であると考える。

（３）資料について
本時に使用する資料は，セイコーの企業 CM として作られ，全日本ラジオ CM 大賞を受賞し

た作品である。６０秒の CMに起用された作品だけに，簡潔でインパクトのある印象を受ける。
また，文が短く量も少ないため，特別支援学級の児童にも抵抗なく読むことができる。言葉のも
つ意味や力を実感させ，さりげない一言に込められた心を読み取るのに最適の資料と考える。

（４）指導について
導入で｢人は 生きていけない｣の言葉を提示し， を考えさせることで，言葉が

人とつながる大切なものだということをおさえてから，本時の学習に入りたい。
その後，児童が普段使っている言葉を振り返る活動を取り入れる。集中力の短い児童が多いの

で，活動に付箋を用いることで，机上での児童の動きを保障したい。また，児童の障がい特性か
ら，乱暴な言葉に敏感に反応して面白がることも予想されるが，自分がその言葉を言われてどん
な気持ちになるのかを丁寧におさえることで，言葉のもつ重みを感じとらせたい。
また，｢一秒の言葉｣の資料提示には，実際に放映された CM 動画を活用することで，児童の

視覚に訴え，資料への興味関心を高めると同時に，資料への理解を深めることにつなげたい。

４ 本時のねらい
言葉は自分と人とをつなぐ大切なものであることに気付き，言葉のもつ力や重みを理解し，相

手の気持ちを考えて言葉を使おうとする心情を育てる。

５ 準備物
ワークシート①②③ 付箋 タイマー iPad セイコー企業 CM動画 タイムタイマー



６ 本時の展開
学習活動（主な発問と予想される反応） 教師の支援(○)と評価(◎)

１ □に入る言葉を考え，本時の学習について知
る。
人は 生きていけない。

○□には，どんな言葉が入るでしょうか。 ○思ったことを自由に発表できるようにする。
・食べ物がないと ・空気がないと
・お金がないと ・一人では

○どういう意味でしょうか。 ○黒板に写真やイラストを貼り，考える手がか
・家族や友達と一緒に生きている りとする。
・人とつながっている ○人は一人では生きていけない→人とつながる

○誰とつながっていますか。 →言葉でつながることをおさえる。
・家族 ・友達 ・先生

○人とつながる道具(手段)は何ですか。 ◎言葉は自分と人とをつなぐ大切なものである
・お金 ・言葉 ・携帯電話 ・メール ことに気付くことができたか。(発言)

２ 普段の生活で使っている言葉を振り返る。
○普段使っている言葉のうちで，短い言葉を付 ○教師の好きな言葉を例示して，イメージを持
箋に書きましょう。 たせてから付箋を配る。
・ありがとう・ごめんなさい・いってきます ○言葉が出てこない児童には，普段の生活場面
・がんばって・だいじょうぶ・うざい を思い出させるような声かけをする。
・きもい ・めんどくさい・死ね ○タイマーを使い，書く時間の見通しをもたせ

る。
○付箋の言葉を，自分が言われて嬉しくなった ○出た言葉を２つに分けて，その時の場面や気
りやる気が出たりする言葉，自分が言われて 持ちを問うことで，言葉が人とのつながりを
悲しくなったり傷ついたりする言葉に分けて 強くしたり，切ったりするものになることに
ワークシート①に貼りましょう。 気付かせる。

○分けた言葉の中から，自分が言ったり言われ ○乱暴な言葉を楽しむ雰囲気が出てきた時には
たりした時の場面や気持ちを発表しましょ その言葉を取り上げ，自分が言われた時にど
う。 んな気持ちになるのかをおさえる。

◎自分が普段使っている言葉を振り返り，言葉
がもつ力や重みについて理解を深めることが
できたか。(発言・ワークシート)

３ 資料｢一秒の言葉｣の空欄部分に入る言葉を考
え，その後実際に使われたセイコーの企業
ＣＭを見る。

○ワークシート②の｢ ｣には，ある短い言葉が ○ワークシート②は穴埋め式を用意し，時間を
入ります。それぞれどんな言葉が入るか考え かけすぎないように，３分をめどに声かけす
て書きましょう。 る。

○ 1984 年に放映されたセイコーの企業ＣＭ
｢一秒の言葉｣を見ましょう。

○資料｢一秒の言葉｣を，声に出してゆっくり読 ○拡大資料を黒板に提示し，児童に目で追わせ
んでみましょう。 ながら，一緒に声を出して読ませる。

４ 授業の感想をワークシート③に書く。 ◎相手を傷つけるような言葉づかいを慎しみ，
○言葉について，考えたことを書きましょう。 相手を思う言葉づかいをしようとする意欲が

見られたか。(ワークシート)

７ 授業の観点
付箋を使って自分が普段使っている言葉を振り返る活動や，穴埋め式のワークシートを用いた

ことは，言葉がもつ力や重みについて理解を深めるための手立てとして有効だったか。

８ 反省

９ ご高評



第１学年○○○○ 自立活動学習指導案 

 

日時 令和○年○月○日（○）第５校時 

   場 所 ○○○○１組 

指導者  ○○ ○○ 

１ 題材名 体験したことを伝え合おう 

 

２ 題材の目標 

 （１）自分に合った方法で作文を書くことができる。（３－（３）人間関係の形成） 

 （２）友達との意見交換を通して語彙や表現方法を増やすことができる。（３－（２）人間関係の形成） 

 （３）聞き手を意識して話すことができる。 

（６－（１），６－（５）コミュニケーション，３－（３）人間関係の形成） 

 

３ 生徒の実態 

○○○○学級は自閉症・情緒障害学級（男子３名，女子４名）と知的障害学級（男子１名，女子３名）の

２学級である。教科の指導を中心としているので，全員で集まる時間は少ない。しかし，今年度は，できる

だけ学級作りに力を入れ，自分の思いを豊かに表現し，他者の思いを理解して，積極的に集団活動に参加す

ることができる生徒の育成を目指したい。そこで，全員で夏休みにボランティア活動に取り組んだり，学校

祭では協力してステージ発表に挑戦したりした。 

○○○○学級の１学年の生徒（男子２名，女子１名）の実態は次の表の通りである。真面目に課題に取り

組むことができる。しかし，自分の考えを他の人に伝えることについては苦手意識をもっている生徒が多い。

相手がどう思うかという心配が先に立ち，自分の思いを言えない生徒もいる。また，自分の思いは言えるが，

思いつきで話し，相手にうまく伝わらずトラブルになってしまうという生徒もいる。人と関わりたい意欲は

あるが，自分の思いをうまく伝えられなかったり，他の人の思いに気がつかなかったりすることが多い。特

に，ほとんどの生徒が自分の考えを書くことに苦手意識を持っている。毎日の生活ノートを見ても，同じよ

うな文を繰り返していたり，自分の思いを全く書けずにいたりすることが多い。 

 人間関係の形成について コミュニケーションについて 

Ａ（男子） 同級生と関係を作ることには非常に消極的であ

る。大人との関係を強く求める。人が怖い，学校

が怖いと訴えることが多い。特定の人との関わり

の中では積極的な面を見せる。 

いろいろな人に気をつかう反面，他の人の気持ちが読

めず，自分中心の話題が多い。言葉遣いが大人びてい

る。 

 

Ｂ（男子） 積極的に自分の思いを表現することは少ないが，

同級生との関係をうまく作っていて，気の合う友

達がたくさんいる。 

自分の思いを話しことばで伝えることや書きことばで

伝えることが苦手であるが，聞かれたことに対しては

短い言葉で伝えることはできる。 

Ｃ（女子） 自分の思いばかりが先に立ってしまい，時と場や

相手の気持ちを考えることが難しいため，トラブ

ルになることが多い。明るく，積極的に人と関わ

ろうとする。 

思いつきで話すことが多く，相手の意図を汲んで話す

ことができないため，話しがかみ合わないことが多い。 

自分の思いを表現することは好きである。 

４ 題材について 

本題材「体験したことを伝え合おう」では，自分の体験したことを分かりやすく相手に伝えるための工夫を

資料４－１ 



考えることを通してコミュニケーションの基礎的能力の育成を目指している。 

  この単元では，自立活動の６区分２７項目の内，「３人間関係の形成」と「６コミュニケーション」に重点

を置いて指導を進め，学級作りの一環としてお互いの体験したことを伝え合い，お互いを理解することにもつ

なげていきたい。 

  次の自立活動の区分と項目をに重点をおいて指導を行っていく。 

 ３ 人間関係の形成   （２）他者の意図や感情の理解に関すること。 

             （３）自己の理解と行動の調整に関すること。 

             （４）集団への理解と行動の調整に関すること。 

 ６ コミュニケーション （１）コミュニケーションの基礎的能力に関すること。 

             （５）状況に応じたコミュニケーションに関すること。 

  その他にも，課題を遂行するにあたって，次の区分と項目にも留意する。 

 ２ 心理的な安定    （１）情緒の安定に関すること。 

 ３ 環境の把握     （２）感覚の認知の特性への対応に関すること。 

 ５ 身体の動き     （５）作業の必要な動作と円滑な遂行に関すること。 

具体的には，１０月２９日～３０日に行った１年生の宿泊体験での様子を作文に書いて発表する。伝える相

手を明確にし，聞き手に分かりやすくに表現するためにはどのような工夫をしたらよいかを話し合い考えさせ，

たい。作文をじっくり書くことで，自己をより深く理解し，自己の思いを再確認することができると思う。作

文を書くことには苦手意識がある生徒が多いが，段階をより細かく踏み，丁寧な支援を行うことで，書けたと

いう成功体験につなげたい。 

題材の最後には，できあがった作文を利用して，○○○○学級の上級学年に発表し，自分の思いを相手に伝

えることの喜びを味わわせたい。話すことについての技能を高め，コミュニケーションの力が身につくような

支援を目指すとともに，友達の発表を聞き，友達のつたえたいことや思いを理解することができるようにした

い。また，２年生の職場体験や３年生の高校体験入学の発表をしっかり聞くことで，今後の学校生活への見通

しがもてるような発表会にしたい。 

 

５ 指導について 

  自分の思いを書くことの具体的な指導としては，短冊メモを活用する。短冊メモに自分の考えや思いを短

い文で書き，それを並び替えていくことで作文に仕上げていく活動を行う。並び替える時には，友達と意見

交換をして，時系列で並べるとよいことや，自分の思いをより豊かに表現をするために五感を使って表現す

ることや気持ちを表現することについて考えさせたい。友達の考えやアドバイスを聞き短冊を増やすことで，

よりよい作文になっていくこと実感させたい。短冊メモがたくさんかけたら適切な接続語でつなぎ，作文を

構成していく。最後に，初めの文，まとめの文を書き加えて作文を仕上げる。国語の内容でもある「序論」「本

論」「結論」という言葉も知らせたいと考えている。また，書いた作文をつなぎ合わせることで，どれだけ詳

しく書けたかを視覚的につかむことができるようにする。作文を書く手順が分かり，うまく書けた，たくさ

ん書けたという成功体験を味わわせたい。  

 それぞれの生徒への個別の支援は次の通りである。 

生徒 生徒の実態 個別の支援 

Ａ ・不安や疲れを訴えることが多く，学習活動に

参加できないことが多い。 

 

・学習に見通しを持たせるために，学習の予定表を机上に置きい

つでも確認できるようにする。２－（１） 

・座席は，教師のそばにする。２－（１） 



 

 

・画数の多い漢字を覚えたり正確に書き写した

りすることが難しい。 

・自分が得意なことや自信をもっていることに

対しては，とても積極的に話したり活動した

りすることができる。 

・アドバイス役として作文の発表を聞き，意見を言ったり個別に

アドバイスしたりできるように声をかける。６－（１），６－（５） 

・分からない漢字は，ホワイトボードを活用して，大きく書いて

示して，それをそばに置く。４－（２） 

・大きめの短冊を使い，大きめの文字で書けるようにする。 

４－（２） 

・活躍を認める声かけをして自信をもつことができるようにする。                     

３－（３） 

 

Ｂ ・新しい活動などでは，緊張することが多いが

活動に参加することはできる。 

・画数の多い漢字を覚えたり正確に書き写した

りすることが難しい。 

 

 

・筆圧が弱く，正確なしっかりした字が書けな

いことがある。 

・音に敏感で大きな声や物音を怖がる。 

・整理整頓が難しい。 

 

・言葉で自分の思いを相手に伝えることが苦手

である。 

・集中が長く続かない。 

・文章で表現することに苦手意識がある。 

・学習に見通しを持たせるために，学習の予定表を机上に置きい

つでも確認できるようにする。２－（１） 

・分からない漢字は，ホワイトボードを活用して，大きく書いて

示して，それをそばに置く。４－（２） 

・大きめの短冊を使い，大きめの文字で書けるようにする。 

４－（２） 

・濃い鉛筆や太いマジックなどを使うように伝える。５－（５） 

 

・できるだけ穏やかにゆっくり指示を出す。２－（１），６－（１） 

・大きい机を使って作業をする。机上をすっきりさせて作業がで

きるようにする。５－（１） 

・発表の話形を示し，安心して話し出せるようにする。 

２－（１）６－（１），６－（５） 

・座席は前にする。余計な物を机上に置かないよう指示を出す。

５－（５） 

・短冊が増えたことを視覚的に示したり，ほめたりして自信をも

つことができるようにする。３－（３） 

Ｃ ・明るく積極的である。失敗してもあまり気に

せず前向きに考えることができる。 

・抽象的な表現を理解することが難しい。 

 

 

 

・作業に時間がかかる。 

・発音が不明瞭であったり，話す速度が速かっ

たりして，相手に思いが伝わらないことがあ

る。 

・意欲はあるが長い文章を書くことが難しい。 

・学習に見通しを持たせるために，学習の予定表を机上に置き， 

いつでも確認し前向きに活動できるようにする。２－（１） 

・できるだけ分かりやすい言葉を使い，ゆっくりと指示を伝え，

写真やイラストなどを見せて理解を促す。理解が難しい場合は，

個別に指示を繰り返して伝えたり，友達の様子を見て作業がで

きるようにする。４－（２） 

・作業の量を少なくする。５－（５） 

・発表の時には，ゆっくり話すことや口をしっかり開けて話すこ

とを知らせる。６－（１） 

 

・短冊が増えたことを視覚的に示したり，ほめたりして自信をも

たせ，この方法を今後も使うように声をかける。３－（３） 

 

 



６ 題材の評価規準 

時 学習活動 人間関係の形成 コミュニケーション その他の項目や国語科との関連 

１ 題材の学習活動について

見通しをもつ。 

  見通しをもって学習活動に安

定して取り組むことができる 

２－（１） 

２ 

３ 

体験したことから心に残

ったことを２つ選んで短

冊メモに書き表す。 

自分の思いを書き言葉で表現

することで，自己をふりかえ

ることができる。３－（３） 

  

４ 

５ 

メモを並び替えて相手を

意識した分かりやすい文

章にする。（本時４／１０） 

自分の思いを豊かに表現する

ことができる。３－（３） 

友達の意見を聞きながら，自

分の思いを分かりやすく書こ

うとすることができる。 

６－（１） 

順序立てた文章の構成を考え

ることができる。（国語） 

接続語を適切に使って文章を

構成することができる。  

（国語） 

６ 初めの文，まとめの文を書

く。 

 他者を意識して，自分の思い

を分かりやすく書こうとする

ことができる。６－（１） 

段落の役割を考えて文を書く

ことができる。（国語） 

７ 作文を清書する。   字の大きさや筆圧を意識しな

がら，丁寧に書くことができ

る。５－（５） 

既習の漢字をできるだけ使っ

て書くことができる。 

４－（２） 

８ 分かりやすく発表するた

めに工夫を考える。 

 状況に応じた分かりやすい発

表の仕方を考えることができ

る。６―（５） 

 

９ 発表練習をする。 どんな発表会にしたいかを考

え，目標をもつことができる。 

３－（４） 

話す速度や音量，間の取り方

に気をつけて練習することが

できる。６－（１） 

 

１０ 発表会をする。 友達の発表に関心をもって聞

くことができる。３－（２） 

３－（４） 

聞き手を意識して，聞き手の

反応を見ながら話すことがで

きる。６－（５） 

友達の発表を聞き，今後の自

分の在り方について見通しや

希望をもつことができる。 

２－（１） 

７ 本時の学習 

 （１）目標 

   ・自分の思いを豊かに表現することができる。（人間関係の形成） 生徒ＡＢＣ 

   ・友達の意見を聞きながら，思いの伝わる文章を書こうとしている。（コミュニケーション）生徒ＡＢ 

   ・友達の意見を聞いたり，写真やイラストを見たりして，思いの伝わる文章を書こうとしている。 

                                  （コミュニケーション）生徒Ｃ 

（２）準備物 ＰＣ，短冊カード，短冊を貼っていく台紙,イラストのカード,ホワイトボード,マジック 

（３）学習過程 



時間 生徒の活動 支援・対応と手立て 対象生徒と項目 

０分 ○短冊メモが何枚書けたかを発表し合う。 

・私は１０枚書けた。 

・どんなことを書いたのかいくつか紹介する。 

 

 

 

３分 

 

 

 

５分 

 

 

１０分 

 

 

 

 

 

 

２０分 

 

 

 

 

 

 

 

３０分 

 

 

４５分 

○本時の学習課題と学習の流れを知

る。 

 

 

○４人で相談して，教師の書いた短冊

カードを並べ替えて，黒板に貼ってい

く。 

○並べてできた文章を音読する。 

○カレー作りの楽しさが伝わったかど

うか意見を出し合う。 

・できるだけ，順番になるように並べ

るとよい。 

・もう少し詳しく書くといい。魚を捕

まえた時の様子を書くとよい。 

・自分の気持ちが書かれていない。 

○つけ加える短冊を書く。 

 

 

 

○つけ加えた短冊を貼り，発表する。 

○短冊と短冊の間に入れる接続語を考

える。 

○自分の書いた短冊メモを使って，並

べ替えやつけ加えの作業を行う。 

○接続語を考えて書き入れる。 

 

○作業の成果を確認する。 

・時間があればできた文章を発表し合

う。 

・学習に見通しを持たせることで情緒の安定を図る。 

 

 

 

・どのような順序で貼るとよいかを考えることができるような

声かけをする。 

・大きめの文字の短冊カードを準備する。 

・読み手に自分の思いを分かりやすく伝えるためには，どのよ

うにしたらよいか考えることを伝える。 

・意見を発表しやすくするために，話形を示しておく。 

 

 

 

・より詳しく分かりやすく書くためには，どのような短冊をつ

け加えるとよいか考えることができるように声をかける。 

・写真や目・耳・心・鼻・口・手などのイラストのヒントを出

す。 

・発表しやすくするために，話形を示しておく。 

・接続語のカードを示す。 

 

・机間指導をして，声をかける。 

 

 

・ 

全文を読んでみておかしいところはないか確認するように声

をかける。 

・はじめよりどのくらい詳しくかけたのかを視覚的に知らせ，

成果を伝える。 

Ａ２－（１） 

 

 

 

 

ＡＢ 

４－（２） 

 

 

ＡＢＣ 

６－（５） 

  ２－（１） 

  ６－（１） 

 

 

ＡＢＣ 

３－（３）  

Ｃ ４－（２） 

 

ＡＢ２－（１） 

ＡＢＣ―国語 

 

 

ＡＢＣ 

６－（１） 

 

 

ＡＢＣ 

３―（３） 

４８分 ○次時の学習の予定を聞く。 ・次時は，本時の作業の続きを行うことを知らせる。 ＡＢＣ  

２－（１）   

８ 授業の観点 

 ・生徒の自立課題に応じた適切な支援ができていたか。 

 ・短冊メモを使って作文を構成していく手段は，書き言葉でのコミュニケーションの力を育成するために

適切であったか。 

 ・本時の支援の中に，通常学級の授業でも取り入れられるものがあったか。 

短冊メモを並べ替えたり，つけ加えたりして分かりやすい作文にしよう。 

自分の思いを豊に表現するために，並べ方を工夫したり短

冊をつけ加えたりしている。 

   （人間関係の形成／観察・ワークシート） 

友達の意見も聞きながら，思いを分かりやすく伝えるための

工夫を考えていたか。（コミュニケーション／観察） 



                                        

○○・○○学級 生活単元学習・自立活動 指導案 

                                                         令和○年○月○日(○)    第○限目 

                                                  場  所        ○○ 教 室 

指導者  教 諭 ○○ ○○（T1） 

     教 諭 ○○ ○○（T2） 

   支援員 ○○ ○○（S1） 

支援員 ○○ ○○（S2） 

 

１ 単元名    レッツゴー なかよし遠足 

 

２ 指導計画 

  第一次 ・なかよし遠足について知ろう。    …４時間 

      ・自己紹介を考え、練習をしよう。   …２時間（２/２本時） 

  第二次 ・おやつを買いに行こう。       …４時間 

  第三次 ・なかよし遠足            …５時間 

  第四次 ・振り返りをしよう。         …２時間 

 

３ 本時の目標 

   話すポイントに気をつけて、自己紹介をすることができる。  

   持ち物を正しく言ったり、書き表したりできる。      

 個別の目標 支援の手立て 

A 児 

１年

男子 

授業に最後まで参加できる。 

声の大きさに気をつけて話すことができる。  

正しく平仮名を選ぶことができる。  

支援員がそばで声をかけて活動を促す。参加が

難しい時は、別室で活動する。 

B 児 

１年

男子 

口を大きく開けてゆっくり話すことができる。 

平仮名と平仮名シールを正しく合わせること

ができる。 

口の形を見せながら、ゆっくり発音するように

促す。みんなの前に出られない時には、次の時

間に頑張るように促す。 

C 児 

１年

女子 

口を大きく開けてゆっくり話すことができる。 

平仮名と平仮名シールを正しく合わせること

ができる。 

支援員がそばで声をかけて活動を促す。  

口の形を見せながら、ゆっくり発音するように

促す。 

D 児 

２年

女子 

みんなの前に出て、一人で話すことができる。 

平仮名やカタカナを正しく表記することがで

きる。 

話ができず活動が止まってしまったときは、支

援員ともう一度練習するように促す。真似して

話をしてもよいことを伝える。 

E 児 

２年

男子 

口を閉じて聞くことができる。 

大きな声を出したり、泣いたりせずに授業に参

加できる。 

初めに学習の流れや学習のルールを確認する。

大泣きした時は、深呼吸をして落ち着くように

促す。 

F 児 

２年

男子 

落ち着いて授業に参加できる。 

ゆっくり伝わるように話すことができる。  

持ち物を正しく表記できる。 

初めに学習の流れや学習のルールを確認する。 

不安な様子が見られれば、その都度、声をかけ

るようにする。 

G 児 

３年

女子 

授業に最後まで参加できる。 

みんなの前に出て、話すことができる。  

正しく平仮名を選ぶことができる。  

支援員がそばで声をかけて活動を促す。  

真似して話をしてもよいことを伝える。  

H 児 

３年

男子 

みんなの前に出て、話すことができる。  

平仮名やカタカナを正しく表記することがで

きる。 

ワークシートを見て話してもよいことを伝え

る。文字が出てこない時は、平仮名表やカタカ

ナ表を見て、書くように促す。 

I 児 

５年

男子 

お手本となる態度で授業に参加できる。  

順番や課題を素直に受け入れ、周りに合わせて

活動できる。 

初めに学習の流れや学習のルールを確認する。 

正しくできていることを認め、全体に知らせる

ようにする。 

J 児 

６年

男子 

お手本となる態度で授業に参加できる。  

口を開けて伝わるように話すことができる。  

持ち物を正しく表記できる。 

最高学年であることを伝え、自覚を持たせる。

ワークシートを見て話してもよいことを伝え

る。 

資料４－2 



                                        

４ 準備物  ワークシート（各自、板書用） 平仮名シール 

 リュックサック 水筒 敷物 ハンカチ ティッシュ 雨具 

 

５ 本時の学習過程 

 学習活動 主な発問(○)・予想される児童の反応(・) 指導・支援(○)と評価(◎) 

導 
 

入 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

展 
 

 
 

 
 

開 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
と
め 

１ 学習の流れを知る。 

 

 

 

 

２  前時までの学習を振

り返る。 

 

 

 

３ 学習課題を知る。 

 

４  話し方について思い

出す。 

 

 

 

 

５「自己紹介」をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 持ち物を確認する。 

 

 

 

 

 

 

７ 次時の学習を知る。  

○今日の学習は、次のようにします。  

 ①じこしょうかい 

 ②もちもの 

  

 

○なかよし遠足の日時や行き先はどこでし

たか。 

 ・6 月 27 日 火曜日 

 ・松島水族館 

 

 

 

○みんなの前で話すときに気をつけること

は何でしょう。 

 ・声の大きさ ３ 

 ・ゆっくり はっきり言う 

 ・相手の顔を見る 

 

○各自で、練習をしてから、みんなの前でや

ってみましょう。 

 

 

 

 

○話すときに気をつけることはできていま

したか。  

 ・“３”の声の大きさで言っていました。 

・顔を見て話していました。  

 

○持ち物をワークシートに書いていきまし

ょう。 

・リュックサック  

 ・水とう 

 

 

 

○なかよし遠足に持って行くおやつを、自分

たちで買いに行きます。上手に買うため

に、お金やお店での約束について学習しま

す。 

○学習の見通しを持たせ

るために本時の流れを

示し、板書する。 

 

 

○前時までに使った提示

物を示す。 

 

 

 

 

○今までの学習を思い出

し、大事なことを板書

する。 

 

◎適切な話し方について

発表できたか。（発表） 

 

○以下のように支援す

る。 

T1…A 児、D 児、E 児 

T2…B 児、C 児、J 児 

S1…G 児、H 児 

S2…F 児、I 児  

 

◎自己紹介をした後に、

一人ずつ評価をする。 

      （発表） 

 

○実物を見せながら、持

ち物の名称を確認して

から書くようにする。 

◎正しく表記したり、平

仮名シールを合わせた

りできたか。 

（ワークシート） 

○おやつを買いに行くこ

とを知らせ、意欲を高

める。 

 

９ 授業の観点 

   注意を集中したり、持続したりするための手立ては適切であったか。  

 

10 反省 

 

11 ご高評 

自己紹介をしよう 










